
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

消

滅

水

産

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

税

務

課

【

公

安

委

員

会

】

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

講

習

生

活

安

全

企

画

課

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

○

第

二

百

三

十

五

回

岡

山

県

内

水

面

漁

場

管

理

委

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

の

開

催

員

会

岡

山

県

公

報

令和元年１１月１２日 第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
和
気

２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
衣
笠
九
五
九

一
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

２

所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

三

指
定
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
三
〇
〇
八
四
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
尺
所
二
四
五
番
地
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

合
同
会
社
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



２

所
在
地

岡
山
県
和
気
郡
和
気
町
尺
所
二
四
五
番
地
一

三

指
定
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
三
〇
〇
八
三
四

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

訪
問
介
護

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

く
ぼ
た
家

縁

２

所
在
地

岡
山
県
笠
岡
市
生
江
浜
一
一
三
五
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
窪
田
家

２

所
在
地

岡
山
県
総
社
市
久
代
三
五
二
八

三

－

三

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日

令
和
元
年
十
月
二
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
五
〇
〇
八
二
三

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

サ
カ
エ
薬
局
瀬
戸
内
店

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
八
四
五

一

令
和
元
年
十
一
月
五
日

－

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

有
限
会
社
黒
川
薬
局
南
店

倉
敷
市
児
島
味
野
六

一

六

令
和
元
年
十
一
月
一
日

－
－

サ
カ
エ
薬
局
瀬
戸
内
店

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
八
四
八

二

令
和
元
年
十
一
月
四
日

－

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
十
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
一
号
（
児
島
加
入
区
）
に
よ
る

指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
、
令
和
元
年
十
月
二
十
二
日
限
り
、
消
滅
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

加
入
区
の
名
称

児
島
加
入
区

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

樫
村
金
屋
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

美
作
市
海
田
字
屋
敷
六
八
三
番
一
地
先
か
ら

美
作
市
海
田
字
曽
祢
三
四
一
番
地
先
を
経
て

新

四
六
・
〇

六
・
三
～

一
三
・
〇

美
作
市
海
田
字
橋
ノ
本
六
八
八
番
一
地
先
ま
で

四
八
・
〇

美
作
市
海
田
字
屋
敷
六
八
三
番
一
地
先
か
ら

三
・
四
～

旧

美
作
市
海
田
字
橋
ノ
本
六
八
八
番
一
地
先
ま
で

六
・
〇

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

樫
村
金
屋
線

美
作
市
海
田
字
屋
敷
六
八
三
番
一
地
先
か
ら

令
和
元
年
十

美
作
市
海
田
字
曽
祢
三
四
一
番
地
先
を
経
て

一
月
十
二
日

美
作
市
海
田
字
橋
ノ
本
六
八
八
番
一
地
先
ま
で

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

久
々
井
（
Ａ
）
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
七
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一

号
と
七
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域
並
び
に
標
柱
八
号
か
ら
二
十
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

及
び
標
柱
八
号
と
二
十
三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
岡
山
市
東
区
久
々
井
一
四
二
六
番
一

一
号

〃

〃

〃

〃

二
一
九
番

二
号

〃

〃

〃

〃

二
二
七
番
一

三
号

〃

〃

〃

〃

二
二
八
番

四
号

〃

〃

〃

〃

二
二
〇
番

五
号

〃

〃

〃

〃

一
四
一
五
番

六
号

〃

〃

〃

〃

一
四
二
五
番
一

七
号

〃

〃

〃

〃

一
四
一
四
番

八
号

〃

〃

〃

〃

二
三
四
番

九
号

〃

〃

〃

〃

二
八
一
番

十
号

〃

〃

〃

〃

二
八
二
番

十
一
号

〃

〃

〃

〃

二
九
九
番

十
二
号

〃

〃

〃

〃

二
七
六
番
一

十
三
号

〃

〃

〃

〃

二
七
四
番

十
四
号

〃

〃

〃

〃

二
六
七
番

十
五
号
か
ら
十
七
号
ま
で

〃

〃

〃

〃

二
六
〇
番
一

十
八
号

〃

〃

〃

〃

二
五
二
番

十
九
号

〃

〃

〃

〃

二
四
七
番

二
十
号

〃

〃

〃

〃

二
四
二
番

二
十
一
号

〃

〃

〃

〃

二
四
一
番

二
十
二
号

〃

〃

〃

〃

一
四
一
一
番

二
十
三
号

令和元年１１月１２日　岡山県公報　第１２１４３号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

西
米
崎
地
区

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
十
三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱

一
号
と
十
三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

岡
山
県
岡
山
市
南
区
小
串
字
片
ケ
崎
一
二
二
〇
番
四

一
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
二
〇
番
八

二
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
一
八
三
番
三

三
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
一
八
一
番
四

四
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
四
二
番
二

五
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
四
六
番
一

六
号
及
び
七
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
三
八
番

八
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
四
〇
番

九
号
及
び
十
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
二
七
番

十
一
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
二
五
番

十
二
号

〃

〃

〃

〃

〃

一
二
二
〇
番
一

十
三
号
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〔
四
五
〇
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

法
人
二
税
の
税
制
改
正
に
伴
う
税
務
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

二

契
約
期
間

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
総
務
部
税
務
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
元
年
十
月
三
十
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

六

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

三
四

一
〇
〇

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
三

一
〇
〇

〇
〇
〇
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
七
十
一
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
機
械
警

備
業
務
管
理
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

警
備
業
務
の
区
分
等

警
備
業
務
の
区
分

期

日

時

間

場

所

機
械
警
備
業
務

令
和
二
年
二
月
三
日

午
前
九
時
か
ら

岡
山
市
北
区
厚
生
町
三
丁

（
月
曜
日
）
か
ら
同
月

午
後
五
時
ま
で

目
一
番
一
五
号

六
日
（
木
曜
日
）
ま
で

岡
山
商
工
会
議
所

の
四
日
間

二

講
習
対
象
者

講
習
対
象
者
の
範
囲
の
限
定
は
な
い
。

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(2)
込
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
）

２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(1)

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

(2)

県
内
の
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
込
み
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

３

提
出
期
間

令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

受
講
手
数
料
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三
万
九
千
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
講
定
員

二
十
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

講
習
の
委
託

こ
の
講
習
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
警
備
業
協
会
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
一
番
一
八

号
）
に
委
託
し
て
行
う
。

七

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
終
了
後
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
公
示
第
四
号

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
百
三
十
五
回
岡

山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

加

藤

卓

夫

一

日
時

令
和
元
年
十
二
月
十
三
日
（
金
）

午
後
一
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
丸
の
内
一
丁
目
九
番
六
号

児
島
湾
漁
村
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
二
五

三
八
五
四

－

三

議
題

第
一
号
議
案

令
和
二
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
指
示
量
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

採
捕
の
許
可
の
有
効
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て
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